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南丹市健幸まちづくり庁内推進本部会議

ＰＴ１リーダー　山﨑　栄美子

令和８年５月１９日

【資料1－2】南丹市健幸まちづくり庁内推進本部の活動報告



５年間の成果について
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1日 5,000歩の効果
①介護予防
②認知症予防
③心疾患・脳卒中予防

なんたん健幸ポイント事業

2,134人

約５倍

月平均5,000歩以上歩く人

５０％強

歩数向上を軸とした健康増進効果について
（参加状況・健康行動変容・医療費等の観
点から）
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健康無関心層の取込と歩数向上効果



医療費・介護給付費への影響
（令和３年度～令和５年度参加者の分析から）

約1億927万円の抑制
- 投資(費用) 約3,660万円

 = 約7,200万円のプラス!
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医療費・介護給付費の推移
～2021‐2023年　1億927万円抑制～
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*　P<0.05(有意差あり) †　P<0.1(有意傾向)　n.s.(有意差なし)

※群間の比較　Mann-Whitney U検定　群間の有意差は無し
※時間の比較　Wilcoxon符号付順位和検定

参加前 3年目 差額 有意差 差額の差

参加群 35.1 41.9 6.8 *
▲19.0

非参加群 35.2 61.0 25.8 *
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2023年参加者
年間1人当たり医療費+介護給付費

(万円/年)

参加前 2年目 差額 有意差 差額の差

参加群 38.4 47.1 8.7 *
▲10.8

非参加群 37.9 57.4 19.5 *

総額8,778万円抑制(19万円×462人)
総額2,149万円抑制(10.8万円×199人)



これからも続けることで

３年以上継続した人３，０００人
× １９万円

医療費・介護費の抑制効果

＝ 年間 約5.7億円
もっと、健幸まちづくりの原資を増やします！



健幸・ウエルビーイングの向上2021‐2023年　～

主観的
健康度

生きがい

幸福度 精神健康度
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8

Well-Being指標に関する変化
～主観的健康度と生きがいが事業参加後に改善～
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健幸・ウエルビーイングの向上2021‐2023年　～

主観的健康度 ⇗
生きがいを持ち、

社会とのつながりを
実感している人

将来の要介護リスク
や死亡率が低い

地域の担い手へと
変化しやすい
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Well‐Being指標に関する変化
～幸福度と精神健康度が事業参加後に改善～



健幸・ウエルビーイングの向上2021‐2023年　～

幸福度の向上
精神健康度の高
い住民、地域

起業、副業：経済活動の
活性化
地域経済に多様性

社会的孤立の防止
緩やかな繋がりの創出：
犯罪の抑止の防止



健幸マイスターの活躍
（健幸アンバサダー×健幸ポイント上級参加者）

身近な地域で広がる健幸づくり
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健幸・ウエルビーイングの向上2021‐2023年　～

R8.5/1　健幸まちづくり庁内推進本部会議

主観的
健康度

生きがい

幸福度
精神

健康度

事業参加後に改善



これからのなんたん健幸まちづくりに向けて

地域とのつながりを持ち、いつまでも住み続けられるまちづくりの
７つの視点（思考のフレームワーク）



これからのなんたん健幸まちづくりに向けて

庁内での施策連携：健幸の視点ですすめる８つの施策・事業

① 園部公園、広場活用

• ウォーキングイベント、
キッチンカーや物販。

② 都市緑化フェアでの取組

③ 地域福祉活動の推進

④ 働く場や生きがい創出

⑤ 医療費適正化

　

⑥ こどもが家族を元気にする
取組

⑦ 全天候型の遊びのスペース

⑧ 健幸まちづくり計画の策定



令和8年度 健幸まちづくりPTで推進します

① 健幸ラウンジ・ウォーキングイベントの実施
• 都市緑化フェア（9/18-11/8）を契機に、園部公園、3つの広
場を健幸のハブ、ラウンジに

② キッズ健幸アンバサダー（こどもが家族を元気にす

る取組）

南丹市スマートウエルネスシティ推進計
画の策定（第3次南丹市健康増進・食育推進計画）



R8.5/1　健幸まちづくり庁内推進本部会議



R8.5/1　健幸まちづくり庁内推進本部会議



これからの

豊かさを感じる地域ブランディングと健幸になる都市デザイン

（南丹市スマートウエルネスシティ推進計画）

　大村ふれあい公園　　（仮称）南丹市ふれあい交流広場　　桐ノ庄郷ふれあい公園


